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近
代
佛
闊
四
音
築
の
最
尖
端
を
ゆ
く
所
謂
六
人
組
ー
~
アI
Vテ
ュ
ー
ル
・
オ
ネ
ガ
ー
、
ダ

リ
ュ
ー
ヌ

9

ミ
ロ
ー
、
ジ
ョ
ル
ユ
•
オ
ー

9

ン
ク
、

・

フ
ラ
ン
ジ
ス
•
プ
ー
ラ
ン
ク
、
ル
ヰ
•
デ

d
>
ー
、
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
•
ク
ィ
ッ
フ
エ
ル
ー
ー
ー
の

．昔
榮
で
す
ら
、
特
に
耳
を
毯
だ
た
し
め

ぬ
迄
に
所
謂
「
近
代
榮
」
は
普
遍
化
し
て
ゐ
る
。
「
明
日
の
昔
榮
」
は
既
に
し
て
「
今
日
の

昔
榮
」
で
あ
り
「
ア
プ
ノ
ー
マ
ル
」
は
早
く
も
「
ノ
ー
マ
ル
」
と
化
し
て
し
ま
つ
た
°
之
な

三
十
年
前
ド
ピ
ュ
ッ
ジ
ー
の
昔
榮
に
驚
き
の
限
を
殴
り
、
二
十
年
前
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ

ー
の
昔
榮
に
惑
乱
の
頭
を
抱
へ
た
事
宜
と
比
較
す
る
な
ら
ば
時
代
の
推
移
の
如
何
に
激
し

＜
如
何
に
速
か
な
る
か
に
驚
く
で
あ
ら
う
。

｀
．

5

ピ
ア
ノ
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も
室
内
築
し
、
又
勿
論
管
絃
榮
も
、
凡
そ
古
典
榮
，
浪
没
滋

昔
染
＼
近
代
榮
の
す
ぺ
て
を
そ
の
l
J

バ
ー
ト
リ
ー
に
含
め
て
活
澄
な
歩
み
を
進
め
、
ゎ
れ

等
の
ギ
ク
ー
昔
榮
す
ら
全
面
的
に
と
は
云
ひ
難
い
ま
で
も
、
ペ
ド
レ
ル
、
ア
ル
ペ
ー
ニ
ス
、

グ
ラ
ナ
ド
ス
、
ト
ゥ
リ
ー
ナ
、
フ
ァ
リ
ア
等
な
六
絃
に
托
し
て
ゐ
る
今
H

に
於
て
、
獨
り

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
プ
ル
が
、
其
形
体
を
な
し
た
る
賞
時
に
於
て
す
で
に
約
束
せ
ら
れ

た
る
極
め
て
狭
い
昔
榮
の
範
園
内
に
於
て
の
み
呼
吸
を
績
け
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
理
由
は

在
末
も
見
出
さ
れ
な
い
0

若
し
此
ア
ン
サ
ン

．ブ
ル
が
近
代
的
な
手
法
や
和
農
を
受
け
入
れ

る
事
を
拒
否
す
ろ
程
度
の
能
力
し
か
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
古
典
榮
も
浪
没
祇

昔
榮
も
決
し
て
完
き
解
繹
は
な
さ
れ
な
い
筈
で
あ
る
。

佛
蘭
四
近
代
昔
業
の
先
登
者
ヱ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
イ
ー
が
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
「
牧
神
の
午

后
」
に
先
立
つ
こ
と
十
二
年
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
九
歳
、
ン
ェ
ー
ン
ペ
ル
ヒ
十
七
歳
、

プ
ー
ラ
ン
ゲ
未
だ
世
に
生
を
享
け
な
か
っ
た
千
八
百
八
十
年
に
書
い
た
「
ジ
ム
ノ
ペ
デ
イ

ー
」
が
、
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
プ
ル
に
移
さ
れ
て
特
異
な
効
果
を
焚
輝
す
ろ
事
を
朋
に

し
た
ば
か
り
で
な
く
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
パ
ル
ト
ッ
ク
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
シ
ェ

ー
ン
ベ
ル
ヒ
、
ラ
グ
ェ
ル
、
プ
ー
ラ
ン
ク
、
オ
ネ
ガ
ー
、
ミ
ロ
ー
、
ク
ン
ス
マ
ン
＼
ヒ
ン

デ
ミ
ッ
ト
に
至
る
ま
で
が
此
ア
ン
サ
ン
プ
ル
に
現
は
れ
た
の
は
、
ー
つ
の
試
み
で
あ
っ
た

に
し
て
も
菅
原
明
即
氏
の
功
釈
没
す
べ
か
ら
ざ
ろ
も
の
が
あ
ろ
。
そ
の
あ
る
も
の
は
根
本

的
に
此
ア
ン
サ
ン
プ
ル
に
生
き
難
い
事
を
示
L

も
し
た
が
、
其
反
面
幾
多
の
佳
品
が
、
此

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
今
日
迄
現
は
す
事
の
な
か
っ
た
近
代
感
梵
を
提
示
し
、

、近
代
昔
榮
の
特

微
の
一
っ
で
あ
ろ
ボ
リ
ト
ナ
リ
テ
イ
ー
が
此
撥
絃
礫
器
群
に
よ
つ
て
躍
勁
し
た
の
で
あ
っ

た
。
更
に
菅
原
朋
朗
氏
自
身
の
作
「
大
逍
藝
人
」
「
夜
曲
」
「
内
燃
機
闊
」
服
部
正
氏
の
「
迦

棲
羅
面
」
伊
藤
昇
氏
の
「
黄
昏
の
箪
覇
」
「
太
陽
を
借
り
る
」
「
陰
」
深
井
史
朗
氏
の
「
マ

リ
ビ
エ
ロ
讚
歌
」
等
近
代
的
手
法
と
利
襲
、
節
奏
さ
を
以
て
公
に
さ
れ
た
諸
作
品
が
ア
ン

サ
ン
プ
ル
の
賭
来
へ
の
示
唆
の
如
何
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
へ
な
け
れ
ば
成
ら

、
。

＂

な
＞

こ
れ
に
よ
っ
て
古
典
榮
の
餌
の
美

近
代
昔
榮
は
そ
れ
自
身
光
茫
を
放
つ
の
み
で
な
く
、

ヽ

ヤ

武

井

守

成

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
ナ
ン
プ

J
Vと
近
代
―
音
楽

「
群
れ
」
と
「
集
ひ
」

,9. 

つ
の
企

平

山
英

郎

若
し
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
プ
ル
に
呼
吸
す
る
人
々
|
—
特
に
其
中
核
を
な
す
人
逹

.
|
ー
が
「
此
ア
ン
サ
ン
プ
ル
に
は
其
使
命
と
す
る
一
定
領
域
が
あ
り
、
其
内
に
於
て
の
み

呼
吸
す
る
事
が
ア
ン
サ
ン
プ
ル
の
永
遠
の
途
で
あ
ろ
」
マ

j
思
惟
し
．
平
然
と
し
て
今
日
の

事
態
に
何
等
の
到
脚
的
手
段
な
恭
ず
る
事
な
け
れ
ば
．
獨
り
、
0正
に
「
獨
り
」
で
あ
ろ
）
マ

は
過
去
の
一
通
俗
昔
榮
焚
表
機
闘
と
し
て
遂
に
葬
り
去
ら
れ
て

ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
プ
ル

し
ま
う
で

あ
ら
う

0

フ
ア
ル
ボ
す
ら
、
｀
‘
、
ラ
ネ
ー
ジ
す
ら
、
未
だ
完
全
に
咀
峨
さ
れ
得
な

い
ア
ン
サ
ン
プ
ル
に
多
く
な
期
待
す
る
事
は
無
理
で
あ
る
と
の
辮
解
は
徒
に
無
能
を
吐
露

す
ろ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
0

• 

.
 

私
は
此
ア
ン
サ
ン
プ
ル
の
嘗
事
者
特
に
作
曲
者
及
指
揮
者
が
其
頭
脳
と
技
能
と
な
向
上

せ
し
む
ぺ
＜
、
た
ゆ
ま
ざ
る
研
鑽
を
祈
つ
て
止
ま
な
い
。
そ
し
て
斯
＜
云
ふ
私
自
身
亦
元

よ
り
其
一
人
で
あ
ろ
事
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
時
斯
界
で
の
異
色
あ
ろ
企
て
と
し
て
二
つ
の
も
の
が
拾
へ
る
。
そ
の
一
は
平
山
英
三

郎
氏
肝
煎
に
な
る
「
マ
ン
ド
リ
ン
と
ギ
ク
ー
の
集
ひ
」
で
あ
り
、
そ
の
二
は
小
原
安
正
氏

の
粛
力
せ
ら
れ
る
「
新
鋭
ギ
ク
リ
ス
ト
集
固
」
で
あ
る
。
ー
は
極
め
て
府
の
凝
ら
な
い
自

・

由
た
懇
親
的
な
集
ひ
で
あ
り
‘
ー
は
新
池
の
ギ
ク
リ
ス
ト
を
世
に
出
だ
さ
ん
と
す
る
総
の

登
龍
門
で
あ
る
°
之
等
の
企
て
は
夫
々
其
方
向
を
異
に
す
る
が
、
執
れ
も
清
新
な
意
義
あ

る
も
の
と

L

て
狩
末
を
期
待
さ
れ
る
。
技
に
平
山
英
一
ー
一
郎
氏
、
及
小
原
安
正
氏
に
乞
ひ
、

之
等
の
企
て
に
つ
い
て
の
感
想
等
を
伺
ふ
事
さ
し
た
。
G
網
輯
部
高
栢
）

f

．

' 
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．い
らd
．
曲
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七．十
五
[.

Cり
t̀
i
や

、
y

.fぷ
書

．

出
の
夜
曲
、
が

i'
ッ
フ"

?
'
の
作
晶
霞
六
十
一

i
-

,t

.

I
二
）
「
主
題
と
慶
奏
」
（
ソ
ル
ー
セ
ゴ
グ
イ
ア
）

＇

.. 

‘

・
「
新
鋭
ギ
ク
リ
ス
ト
集
園
』
に
つ
い
て

｀

.

.
 
、
：

.

.
'

v

.. ‘
ゞ
r

••
. 
ゎ

r
ぃ
し
．

｀
ぅ
＇

... 

ゾ
．．
．．：
｀

・`
・
『

... 

f
(

、
，

小
，
ー

原
、
安
正

．
ゃー
〇
壽
集
光
織
（
小
原
安
正
門
下
）
「
大
ツ
ナ
ク
」
C
、
ル
作
品
節
二
十
二
芭

｀
、

、

番
。
六
十
四
番
の
P

ナ
I
F
"ゞ

百
十
番
の
夜
曲
、
プ
ル
ン
の
ア
ペ
ン
ド
9
1
F
l
ヒ
ュ，

•
•. 

0
此
他
に
賛
助
出
演
と
し
て
小
原
安
正
、
佐
薦
喜
一
郎
が
ア
ル
ベ
l
-

D
ス
の
「
コ
ル
ド
バ
]

‘

ヅ
ト
ル
の
夜
曲
、
そ
の
他
キ
ユ
巧

＇
フ
ナ
L

ぱ
「
ラ
・
ガ
ッ
ツ
ア
・

ーフ
ド
ラ
」．

「
フ9
・
デ
イ
ア
．

←`

唸
ふ5
.

唸
‘
.

と
フ
ァ
リ
ア
の
「
三
角
帽
」
を
、
永
田
哲
夫
、
渾
邊
敏
夫
が
カ
ル
ッ
リ
の
「
セ
レ
ナ
ー
デ

l．
囀

グ
オ
ロ
」
の
よ
う
な
歌
劇
の
抜
卒
曲
を
編
ん
で
ゐ
ろo
C
作
品
第
五
十
1
書
»
二
百
四
十
七

、

最
初
に
「
吾
等
の
言
葉
」
を
掲
げ
る
Q

.

Ur 

と
宮
城
逍
維
（
永
田
編
）
の
「
鈴
虫

．に
よ
ろ
二
軍
奏
曲
」
を
い
づ
れ
も
軍
奏
し
た
。

一

零
）
ヴ
イ
オ
ラ
の
方
が
ヴ
ァ
イ
ナ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
よ
り

t
ょ
り
多
て
使
は
れ
た
理
由
は
キ
ク

．
＇

．

"t

「
何
の
世
界
に
も
絶
え
す
新
し
き
息
吹
は
必
要
で
あ
る
0

新
し
き
者
こ
そ
線
て
の
推
池
カ

r
l

鯉
済
的
に
無
力
な
此
の
集
厠
は
ソ
リ
ス
ト
各
自
の
平
均
な
櫨
金
に
よ
っ
て
基
礎
を
作

9

の
音
城
を
考
へ
た
結
果
の
よ
う
に
息
は
れ
る
け
れ
ど
も
若
し
そ
れ
が
嘗
つ
て
ゐ
る
な
ら
．

咄o.. 
ゞ

な
の
だ
。

·

ヽ

り
、
賛
助
者
は
一
切
無
償
、
事
務
遂
行
は
一
切
、
師
と
同
志
に
よ
つ
て
鯰
さ
れ
ツ
リ
ス
ト
そ
れ
は
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
ど
箪
に
昔
域
か
ら
判
廠

L
た
限
認
に
基
づ
＜
も
の
で
、
ー
つ

ギ
ク
ー
界
に
新
人
待
望
の
慶
は
久
l

い
Q
.

は
全
く
、
そ
れ
に
頭
を
費
す
事
な
く
恵
心
、
勉
強
す
る
0

第
一
回
は
約
百
暉
以
上
の
負
債
の
杞
憂
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
考
へ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
又
一
方
で
は
ヴ
ィ
オ
・
ロ
ン
・
チ
ェ
ロ

け
れ
ど
誰
が
そ
の
出
現
を
促
が
L

，
誰
が
そ
の
鯰
に
協
力
を
な
さ
ん
と
し
た
か
。
朋
ら
か

‘

、

を
負
ふ
た
。
之
は
三
名
の
師
に
よ
っ
て
支
撓
は
れ
た
。

ー

が
結
果
と
し
て
敷
名
の
ソ
9
ス
ト

に
否
で
あ
ろ
。

．
の
昔
量
を
考
へ
た
結
果
だ
ろ
う
と
い
ふ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
も
決

L

て
嘗
つ
、て
は
ゐ
な
い
の
だ
°
何
故
な
ら
昔
の
透
る
か
否
か
は
昔
量
の
他
に
昔
性
と
い
ふ
t

を
世
に
送
り
得
た
事
に
よ
っ
て
目
的
は
充
分
に
達
せ
ら
れ
吾
等
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た

0

• 

今
、
私
達
は
美
し
き
結
束
に
よ
っ
て
私
逹
自
身
で
登
龍
門
を
造
り
、
そ
し
て
自
ら
之
を

登
ら
ん
と
す
る
。

．

の
が
大
さ
い
原
因
を
な
す
か
ら
で
、
こ
ん
た
事
を
一

k
々
し
て
ゐ
た
ら
ジ
ュ
リ
ア
ー
＿
一
の
オ

.. 

第
二
回
は
十
七
年
十
一
月
開
＜
懺
定
で
既
に
ホ
ー
ル
の
契
約
も
済
ん
で
ゐ
た
が
、
應
召
、

病
氣
等
で
出
演
着
を
一
定
敦
ま
で
得
ら
れ
ず
十
八
年
度
に
延
期
し
た
。

勿
論
私
逹
は
末
熟
で
あ
る
。
只
、
浜
創
と
誠
宍
の
み
が
凡
て
で
あ
る
。

‘
、

1
ケ
ス
ト
ラ
を
伴
奏
さ
す
る
キ
ク
ラ
獨
奏
曲
な
ど
は
全
然
夢
~
と
し
か
考
へ
ら
れ
な
く
な
る
，

諸
兄
姉
の
御
後
援
を
望
む
こ
と
、
切
で
あ
ろ
。
」

ー

わ
け
だ
か
ら
だ
0

フ
リ
ュ
ー
ト
、
グ
ア
イ
ナ
リ
ン
、
キ
ク
ラ
と
い
ふ
編
成
の
三
重
奏
も
注

．

私
達
は
生
涯
を
賭
し
て
此
の
仕
事
を
績
け
る
。·

意
し
て
い
,
.o

t
\
'う
し
て
此
編
成
の
一
書
面
白
い
所
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
フ
リ
ュ
ー
ト
と

・

レ
サ
イ
ク
を
以
前
の
専
門
家
な
望
む
人
は
何
人
で
も
参
加
を
期
待
す
る

0

東
京
在
住
の

．

、

7

次
に
小
倉
俊
先
生
の
集
園
に
寄
せ
ら
れ
た
る
言
葉
を
褐
げ
る
。

人
に
限
ら
す
、
日
本
1
1
1、
北
か
ら
も
南
か
ら
も
馳
せ
参
じ
て
欲L
ぃ
。
そ
し
て
搾
末
は
大

'

[
若
い
ギ
ク
リ
ス
ト
達
が
よ
く
集
ま
つ
て
一
緒
に
弾
く
と
云
ふ
事
は
紹
し
い
事
柄
で
あ
る

い
ふ
あ
ま
り
違
ひ
の
な
い
詈
域
を
も
っ
た
榮
器
を
昔
性
一
っ
で
個
性
的
に
動
か
す
そ
の
動

＇

と
思
ふ
。
上
手
と
か
下
手
と
か
云
ふ
事
に
か
A

わ
ら
な
い
で
皆
が
腕
を
ノ
ピ
ー
＼
と
一
繕

か
し
方
の
如
何
に
か
4
つ
て
ゐ
る
0

キ
ュ
ッ
フ
ナ
ー
の
作
品
二
香
、
四
零
、
六
香
の
セ
レ

，
9

東
亜
共
榮
圏
各
國
か
ら
ザ右
さ
奏
者
年
を
集
め
、
東
京
の
檜
舞
嘉
を
鯉
て
、
生
長
す
る
襟
に

f
ド
、
ク
ム
メ
ル
の
作
品
第
八
十
一
香
の
セ
レ
ナ
ー
ド
、
作
品
第
九
十
二
香
の
三
つ
の

ま
で
、
進
め
て
み
た
い
0

し
か
L

此
の
希
ひ
が
私
の
箪
た
る
願
望
に
終
る
の
で
は
な
い
H

に
粗
ん
で
研
究
す
る
事
は
必
ヤ
良
い
結
果
を
生
む
に
違
ひ
な
い
0

ギ
ク
ー
は
難
L

い
築
器

．

で
あ
る
か
ら
そ
ん
な
に
早
く
か
ら
大
き
ふ
成
果
は
出
せ
な
い
が
一
歩
々
々
吾
々
が
其
れ
を
が
来
る
の
で
は
無
か
ら
う
か
。
（
一
七
‘
—
-
、
二
九
）

デ
イ
ヴ
ェ
ル
テ
イ
ス
マ
ン
，
カ
ル
ッ
リ
の
作
品
第
百
十
九
香
の
三
つ
の
夜
曲
な
ど
が
敦
ヘ

征
服
す
る
事
も
亦
、
難
事
で
は
な
い
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
此
の
合
合
が
、
そ
の
ー
つ
の
尚
、
佐
藤
喜
一
郎
、
江
戸
院
秀
夫
策
の
剛
君
は
惜

L
く
も
故
人
と
な
ら
れ
た
事
を
饉
記

ら
れ
る
し
，
又
カ
ル
ッ
リ
は
「
ガ
ッ
ツ
ア
・
ラ
ド
ラ
」
や
「
ク
ン
ク
＞
デ
イ
」
の
よ
ら
な
歌

芽
と
な
っ
て
粁
末
ほ
ん
と
の
ギ
ク
リ
ス
ト
が
澤
山
此
の
中
か
ら
生
れ
る
事
を
日
本
の
ギ
ク．

す
る
。

．

劇
の
序
血
を
編
曲
し
て
ゐ
る
。
此
編
成
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
ヴ
ィ
オ
ラ
に
か
（
た
も
の
、

ー
界
の
鯰
に
望
ま
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
0

私
は
熱
心
な
研
究
者
に
は
一
般
の
同
志
と
共
に

ー
．

1
つ
ま
り
フ
リ
．
ユ
ー
ト
.
グ
イ
オ
ラ
、
・
キ
ク

9

と
い
ふ
も
の
て
は
マ
テ
イ
ヒ
カ
の
作
品
第
二

，

．

添
付
築
譜
に
つ
い
て

絶
大
の
援
助
を
送
リ
た
＜
思
ふ
。
」

此
の
集
繭
は
固
定
せ
る
メ
ン
バ
ー
を
持
つ
演
奏
圏
体
で
な
い
し
又
、
書
齋
に
於
け
ろ
研
究

．

十
六
香
の
七
レ
ナ
ー
ド
、
モ
リ
ー
ノ
の
作
品
第
四
十
五
寄
の
三
重
奏
曲
、
ド
・
カ
ル
の
作
品

a

園
体
で
も
な
い
。
此
の
集
圏
の
目
的
に
叶
ふ
人
な
ら
誰
方
で
も
入
れ
る
。
「
吾
等
の
言
葉
」
マ
ウ
ロ
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ー
ー
は
テ
ル
ッ
ギ
ク
ー
と
ギ
ク
ー
と
の
総

に
多
く
の
レ
ン
ド

9
ー
第
五
十
看
の
セ
レ
ナ
ー
ド
、

・

キ
ユ
ツ
フ
ナ
ー
の
作
品
第
十
二
零
の
「
十
の
小
品
」
六
十
零

．

.• 

で
諒
悧
す
る
如
（
若
き
奏
者
等
自
身
に
よ
る
自
ら
の
寅
践
遅
動
で
あ
り
、
果
敢
な
ギ
ク
ー
た
書
い
た
が
、
ギ
ク
ー
ニ
つ
を
目
標
と
し
て
レ
ン
ド
ラ
1
を
書
い
た
例
は
甚
だ
少
い
。
此
の
セ
レ
ナ
ー
ド
、
ヵ

．

（
9

ー
の
「
十
二
小
品
」
リ
ッ
ク
ー
の
「
白
衣
の
女
」
ク
ロ
イ
ツ
ェ

界
へ
の
突
撃
で
あ
る
。
つ
ま
り
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
出
褻
せ
ん
と
す
る
若
い
人
の
最
後
の
虞
に
添
付
さ
れ
ろ
も
の
は
彼
が
其
弟
子
で
あ
る
＾
ィ
ン
リ
ツ
ヒ
・
グ
リ
ュ
ン
ド
ラ
ー
に
囮
ル
の
三
蒐
奏
曲
な
ど
が
あ
る

l
‘

そ
れ
に
前
に
書
い
た
キ
ユ
ッ
フ
ナ
ー
の
八
十
一
答
、
百

'

練
習
の
ス
テ
ー
ヂ
を
持
つ
事
で
あ
り
、
そ
の
区
に
志
な
同
じ
ふ
し
て
結
束
L

之
を
鯉
て
榮

．

っ
た
填
太
利
風
の
十
六
の
＞
ン
ド
ラ
ー
（
作
品
第
十
六
寄
）
の
内
か
ら
第
一
、
第
九
、
第
十
薔
、
百
五
十
一
零
。
二
百
四
十
七
番
、
百
十
書
、
ド
•
カ
ル
の
七
十
五
書
、
九
十
一
＿
一
番
、

十
五
の
三
つ
を
選
ん
だ
し
の
、
源
譜
は
襖
國
維
納
の
ア
ル
ク
リ
ヤ
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
出
百
＝
＝
エ
・
四
書
な
ど
も
此
編
成
に
も
な
っ
て
ゐ
る
°
然
し
同
じ
編
成
の
グ
ア
イ
オ
リ
ン
が
自

光
あ
る
レ
サ
イ
ク
ル
の
門
出
に
向
ふ
の
で
あ
る
。

之
竺
見
コ
ン
ク
ー
ル
の
観
を
抱
か
し
む
る
が
そ
の
精
紳
は
全
く
持
た
な
いo
n
ン
ク
版
年
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
彼
が
襖
國
に
赴
い
た
の
は
千
八
百
七
年
（
彼
の
二
十
七
歳
）
由
に
フ
リ
ュ
ー
ト
に
置
き
か
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
よ
う
な
書
き
方
は
藝
術
的
に
見
れ
ば
あ
ま

ー
ル
の
如
く
、
技
を
競
ひ
優
賞
者
を
決
定
す
る
事
に
よ
っ
て
寄
興
せ
ん
と
す
る
者
で
無
く
で
あ
り
、
此
曲
が
極
め
て
若
い
作
品
寄
輯
を
も
つ
て
ゐ
る
事
か
ら
見
て
千
八
百
九
年
或
は

l
J褒
め
た
も
の
で
は
な
い
°
譜
を
撰
（
賣
る
と
い
ふ
立
薗
か
ら
は
い
4
か
も
知
れ
な
い
が
、

各
人
の
最
後
の
、
然
か
も
最
高
の
道
楊
と
も
言
ふ
可
さ
一
夜
を
持
つ
鯰
の
集
1
1で
あ
る
。
十
年
頃
の
作
さ
推
定
さ
れ
る
。

i

榮
器
が
か
わ
れ
ば
演
奏
の
効
果
t

か
は
る
わ
け
だ
か
ら
何
が
な
し
に
轄
蔵
し
た
く
な
る
の

．

、

は
止
む
を
得
な
い
事
だ
ろ
う
。

．

だ
か
ら
レ
サ
イ
ク
ル
を
翻
た
者
の
出
演
は
許
さ
な
い
o

、
'
.

ヽ

か
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
キ
ュ
ツ
フ
ナ
ー
の
作
品
第
六
十
五
書
の
セ
レ
ナ
ー
ド
は
ヴ
ァ
イ

昭
和
十
六
年
十
一
月
四
H

、
結
成
記
念
公
演
を
行
っ
た
。
出
浪
者
及
曲
目
は
次
の
通
り
で

あ
る
0

賛
助
者
は
獨
奏

者
の
師
及
び
奉
仕
的
な
精
神
に
よ
っ
て
吾
々
と
結
合
し
た
る
同
志
キ
ク
ラ
を
含
む
三
重
奏
曲
ォ
リ
ン
、
グ
イ
オ
ラ
キ

J
-
T"ル
ッ
キ
ク
ラ
と
い
ふ
組
合
せ
だ
し
、
ド
•
カ
ル
の
作
品
第
六
十
八

．

，

．

番
の
髪
奏
曲
は
フ
リ
ュ
ー
ト
ニ
つ

0
又
は
グ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
つ
）
と
キ
ク
ラ
と
云
ふ
組
合

で
あ
ろ
0

• 

• 

せ
だ
。
ヒ
ュ
ッ
ト
ル
も
二
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
キ
ク

9

の
メ
ロ
デ
イ
1
を
書
い
て
ゐ

，

高

橋
利

．

成

曲
目

0
江
戸
院
秀
夫
（
澤
邊
敏
夫
門
下
）
「
ラ
•
ク
ム
．
ハ
ル
ジ
ー
ク
」
（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
）
「
ア
ヲ
こ

A

で
は
キ
ク
ラ
三
つ
に
よ
る
三
重
奏
曲
ー
ー
例
へ
ば
グ
ラ
＝
ア
ー
＝
ー
の
作
品
第
十
二
る
0

キ
ュ
ッ
フ
ナ
ー
の
作
品
帆
二
十
一
誉
の
セ
レ
ナ
ー
ド
は
前
に
も
書
い
た
ょ
う
に
ヴ
ァ

ピ
ア
」
（
ォ
ャ
ン
グ
レ
ン
）
「
ア
ル
＾
ン
プ
ラ
の
思
出
」
（
ク
ル
レ
ガ
）
零
、
ド
・
カ
ル
の
作
品
第
二
十
六
香
、
ジ
ュ
＇
ア
ー
ニ
の
作
品
第
七
十
一
番
の
如
き
ー
ー
に

．

イ
オ
~
ン
、
ヴ
ィ
オ

．9
、
キ
ク

9

だ
が
、
此
グ
ア
イ
オ
リ
ン
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
方
が
原

0
島
影
剛
（
小
原
安
正
門
下
）
「
練
習

d
l
l」
（
ア
ラ
ー
ル
）
「
シ
シ
リ
ア
ー
ナ
」
（
シ
ュ
つ
い
て
は
隣
れ
な
い
事
に

L

て
其
外
の
編
成
に
よ
る
も
の
だ
け
を

展
芝
し
て
見
た
い
0

ジ
曲
ら
し
い
。
武
井
氏
は
テ
ル
ッ
キ
ク
ラ
、
＊
ク
ラ
、
ア
ル
チ
キ
ク
ラ
さ
い
ふ
組
合
せ
を
考

｀

.. 

1
マ
ン
）
「
セ
レ
ナ

．

ー
デ
」
（
チ
ャ
ピ
ー
ゴ
メ
ス
＞

／

ユ
リ
ア
ー

ーー
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
又
は
フ
9
ユ
ー
ト
）
グ
イ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
、
キ
タ
ラ
の
へ
て
ゐ
る
ら
じ
い
が
、
ア
ル
チ
キ
ク

9
と
い
ふ
集
器
を
手
に
入
れ
ろ
事
の
む
．
つ
か
し
い
今

a

0
大
野
敏
夫
．
（
小
原
安
正
門
下
）
「
ク
ー
ラ
ン
？
」
（
．
＾
ッ
＾
＞
「
西
班
牙
小
夜

d
l
l」
0
『

ぃ
セ
ヤ
ナ
ー
ド
（
皐
に
ト
リ
オ
と
も
記
さ
れ
る
）
作
品
第
十
九
香
は
ビ
ア

2
-
＿
重
奏
の
ビ
ア
で
は
曲
が
出
末
て
も
攘
く
演
奏
さ
れ
る
の
は
不
可
熊
だ
と
思
ふ0
キ
ク
ラ
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン

-

t

 
•. 

ノ
を
キ
ク
ラ
に
置
き
か
へ
た
も
の
で
賞
然
考
へ
ら
れ
る
編
成
で
あ
ろ
の
に
割
合
に
書
か
ふ

．

ー・
・エ
ロ

t
令
ク
ロ
w
ネ
と
い
ふ
編
成
も
話
題
に
な
っ
た
事
が
あ
る

9

此
方
が
集
器
り
使
用

．
．
．
‘
T
’

ラ
ッ
)
rァ
ル
＾

2
ブ
ラ
」
（
パ
ル
ガ
V.

‘

0

坂
口
登
志
夫
「
秋
の
唄
」
（
齋
薦
多
計
雄
)

rア
ル
マ
ン
ド
、
プ
レ
リ
ュ
ー
ド

j
C
 ^ッ
て
ゐ
な
い
の
は
不
思
騒
だ
。

．

一
体
に
ダ
イ
オ
ロ
ッ
チ
ェ
ロ
な
組
み
入
れ
た
し
の
が
キ
ク

，ぇ

：

は
集
だ
9

そ
の
か
に
ー
餘
程
い

．

、
作
典
家
（
と
い
ふ
意
味
は
こ
う
し
た
榮
器
の
こ
と
な
よ

．
．

，7.. 
→
'i、
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I

を
含
む
三
重
奏
に
は
殆
ん
ど
な
い
0

そ
れ
に
引
き
か
へ
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、

.. 

く
知
つ
て
使
ひ
き
れ
る
だ
け
の
頭
の
あ
ろ
作
曲
家
→

J

い
ふ
事
だ
）
に
害
か
れ
た
も
の
で
な

^
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「
ム
ー
ア
風
舞
曲
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9
ル
＞
ガ
＞
＇

ず
・
『
．
＇
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0
山
合
榛
名
（
永
田
哲
夫
門
下
）
「
檜
話
」0
ア
ル
ペ
ー
ニ
ス
V
「
ロ
マ
ン
ス
」
（
バ
ガ
ー
—
・

キ
ク

．9
と
い
ふ
編
成
の
も
の
は
少
く
な
い
°
ド
・
カ
ル
の
作
品
第
百
一
ー
エ
＇
四
零
の
三
重
奏

．

け
れ
ば
役
に
立
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な
い
●
こ
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0
放
送
局
の
希
望
に
よ
る
武
井
守
成
作
品
集
を
一
月
三
日
夜
放
送
、
曲
目
は
「
朝
鮮

S
印

．
＇
．

》

0
本
査
料
第
二
鶉
報
告
の
左
記
集
譜
出
末
に
付
本
刊
行
部
迄
申
込
み
願
度
い

o_

.•. 

．
、

と
し
て
曲
目
に
＇
載
っ
た
。
私
が
何
故
原
名
其
儘
を
記
さ
な
い
の
か
七
尋
ね
た
の
に
贅
し
彼

．

• X
ア
ル
モ
ニ
ア
•
ク
ケ
ヰ
榮
譜

は
い
:
も
簡
箪
に
「
ダ
ン
サ
・
モ
ー
ラ
は
非
藝
術
的
で
す
か
ら
」
と
答
へ
た

0

彼
ら
し
い
無

象
」
「
雨
7
J
n
ス
『
ス
」
「
茜
」
「
豊
年
」

0
昨
年
秋
の
演
奏
會
曲
目
は
第
六
就
に
褐
げ
た
が
其
節
未
定
と
し
て
寝
表
し
な
か
っ
た
ギ

0
 A
T
2
0
6
)武
井
守
成
作
品
三
繭
集
（
ギ
ク
ー
獨
奏
曲
）
一
部
頑
債
金
八
十
錢

邪
氣
ざ
を
示
す
一
面
叉
薔
術
家
と
し
て
の
債
値
を
非
難
さ
れ
る
鮎
で
あ
る
。

ク
1
獨
奏
は
「
い
づ
み
」
「
秋
雲
」
「
雨
の
窓
」

n雰
も
よ
ひ
」
（
武
井
作
）

．
で
獨
奏
者
は
中

．
【
•
•

•

ス
テ
ー
ヂ
で
の
演
奏
を
終
へ
て
舞
裏
裏
に
引
込
み
な
が
ら
彼
は
鼻
唄
を
う
た
つ
て
ゐ

、

内
容
1
、
ロ
マ
ン
ツ
ア

・

（
作
品
第
五
十
五
零
）

．

、

た
0

今
演
奏
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
昂
奮
な
ど
は
全
然
見
え
な
い
し
｀
あ
と
の
プ

P
グ
ラ
ム
を

2
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ

・

（
同．

五
十
六
零
）．

．
．

．

村
登
世
子
、
山
口
宇
多
子

0
武
井
氏
其
後
の
作
品
は
十
一
月
に
「
秋
雲
」0
ギ
ク
ー
獨
奏
）
公
ば

n
n第
七
十
一
零
）
十

氣
に
す
る
風
も
見
え
な
い
。
「
今
度
は
何
と
何
で
し
た
つ
け
ね
」
な
ど
と
呑
氣
に
聞
い
た
り

3
、
カ
プ
リ
チ
ェ
ッ
ト
（
同
五
十
七
看
）

．

二
月
に
「
少
女
を
書
き
た
る
」
（
ギ
ク
ー
獨
奏
）
（
作
品
第
七
十
二
零
）

、で
あ
り
、
後
者
は

も
し
た
。
演
奏
會
藪
知
れ
す
»
批
界
を
股
に
か
け
ろ
以
上
之
は
嘗
然
の
事
で
も
あv
J
、
又

C
＾
印
「
ロ
マ
ン
ツ
ア
」
に
「
南
風
」
の
題
に
て
n
ロ
ン
ビ
ア
レ
n
ー・ド
褻
賣
同
時
に
既

「
編
み
棒
」
「
人
形
の
子
守
唄
」
「
桃
割
れ
」
「
ミ
ジ
ン
」
の
四
曲
か
ら
な
る
．

一
々
昂
奮
し
て
ゐ
た
の
で
は
恐
ら
（
生
命
し
保
つ
ま
い
が
、
如
何
に
も
の
ど
か
な
呑
氣
な
刊
の
「
あ
け
が
た
の
夢
を
想
ひ
て
」
「
遅
日
の
丘
」
も
そ
れ
ぞ
れ
一
現
の
夢
」
「
晩
春
の
丘
」

＇

0
日
本
昔
業
文
化
協
含
主
他
の
昔
集
會
が
二
月
七
H
（
日
）
日
比
谷
公
會
堂
に
開
か
れ
、もの

で
あ
る
し
か

l

一
度
び
宿
合
を
訪
れ
た
も
の
は
彼
の
練
習
の
如
何
に
餌
摯
な
如
何
の
題
名
に
て
褻
賣
さ
れ
た
。
吹
込
小
倉
俊
氏
）

マ
ン
ド
リ
ン
昔
榮
に
於
て
集
副
推
薦
さ
れ
出
演
の
豫
定
0

曲
目
は
服
部
正
作
「
池
軍
」
「
蝶

あ
ろ
か
に
一
驚
す
る
。
私
は
震
々
帝
國
ホ
テ
ル
の
彼
の
室
た
を
訪
れ

,

x
ア
と
モ
ニ
ア
・
ギ
ク
ー
集
讚．

々
に
よ
る
慶
奏
曲
」
（
服
部
指
揮
）
武
井
作
「
空
を
ゆ
く
」
「
即
興
悔
」
「
豊
年
」
（
武
井
指
に
超
人
的
な
も
の
で

(
A
O
 9
8
)秋
草
H
i
e
r
b
a
s
_d
e
 o
t
o
f
i
o齊
藤
太
計
雄
作
佃
（
新
口
定
回
）

．

．

．

た
が
何
時
行
っ
て
も
演
奏
L

て
ゐ
な
い
時
は
な
いo．

而
も
其
日
の
或
は
又
其
翌
日
の
演
奏

．

揮
）

·

曲
な
練
習
す
る
だ
け
で
な
く
全
然
曲
目
に
の
つ
て
ゐ
な
い
や
う
な
も
の
を
し
演
奏
し
て
ゐ

・
（
賓
薦
氏
の
洗
純
せ
ら
れ
た
ギ
ク
9

技
巧
な
持
つ
新
作
品
）.

.. 

・ ・

仙
憂
市
荒
町
一
六
五
輝
口
氏
方

る
0

彼
に
と
っ
て
そ
の
リ
パ
ー
ト
リ
ー
は
常
に
完
全
な
も
の
で
あ
る
°
前
に
記
し
た
ル
ッ

．

疇

＇

仙
峯
ア
ル
モ
ニ
ア
刊
部
振
替
仙
姦
七
二
三
九
香

セ
ル
の
曲
の
如
き
も
譜
を
携
へ
な
か
っ
た
の
で
一
應
嘗
つ
て，見
た
に
過
ぎ
ず
寅
際
に
は
改

・

セ
ゴ
ダ
イ
ア
を
偲
ぷ

．

め
て
見
ろ
必
要
は
な
か
っ
た
ら
し
い
°
私
に
借
し
て
く
れ
さ
云
っ
た
の
が
マ
チ
ネ
ー
の
二

武
井
守
成
日
位
前
で
勿
給
ス
テ
ー
ジ
て
は
暗
譜
で
演
奏
し
た
。
一
斯
界

．
ー近
況
一

，

·
·

セ
ゴ
ヴ
ィ
ア
な
訪
れ
ろ
と
必
ず
室
内
で
ギ
ク
ー
が
響
い
て
ゐ
る
。
で
私
は
其
曲
の
終
は

．

昭
和
―
―
一
年
七
ゴ
ヴ
ィ
ア
が
家
朝
し
た
時
畜
集
器
は
ヲ
ミ
レ
ー
ス
と
＾
ウ
セ
ル
の
二
つ
な

る
迄
扉
の
外
に
あ
っ
て
終
つ
て
か
ら
ノ
ッ
ク
す
る
の
な
常
マ
J
し
た
°
然
し
此
扉
の
外
で
聞.. 
菫
蓋

J

く
時
の
涸
奏
は
如
何
な
る
時
如
何
な
る
場
所
で
聞
く
よ
り
も
美
し
く
優
れ
て
ゐ
る
や
う
に

0
名
古
屋
マ
ン
ド
リ
ン
霙
園
昭
和
十
七
年
十
月
廿
八
日
（
名
古
屋
）

．

持
つ
て
末
た
0

此
二
つ
の
ギ
ク
ー
は
執
れ
も
ス
テ
ー
ジ
に
使
用
し
た
が
、
し
か
し
其
優
劣

思
は
れ
た
。
そ
れ
は
勿
論
氣
の
せ
い
て
も
あ
ら
う
が
、
然
し
「
開
か
せ
や
う
」
と
し
て
ゐ
合
奏
熱
情
セ
レ
ナ
ー
ド
指
揮
中
野
二
郎

に
つ
い
て
は
問
題
に
成
ら
な
い
程
の
差
等
が
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
彼
は
「
な
に
大
し
た
違な

い
時
の
演
奏
で
あ
る
事
も
一
原
因
な
な
し
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
な
い
o

.

〇
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
プ
ル
五
重
霙
同
十
一
月
五
日
午
後
零
時
牛
（
弘
前
）

ひ
は
あ
り
ま
せ
ん

3よ
0

ハ
ウ
ゼ
ル
に
も
中
々
い

A

所
が
あ
り
ま
し
て
ね
」
と
云
ひ
な
が
ら

マ
チ
ネ
ー
の
如
き
は
＾
ゥ
セ
ル
ば
か
り
使
用
し
た
°
尤
も
東
京
の
そ
の
時
の
漏
度
が
ギ
ク
彼
の
練
習
に
つ
い
て
特
に
敬
服
し
た
事
が
三
つ
あ
る
。
•
そ
の

・ー
は
如
何
な
ろ
塩
合
に
於
育
蛾
（
木
村
信
三
＞
津
軽
の
断
章
（
内
山
津
紅
夢
）
懐
郷
の
賦
（
宮
田
正
治
）

ー
に
勢
し
て
極
め
て
悪
く
、
そ
の
偽
に
？
｀
f
レ
ー
ス
を
ケ
ー
ス
か
ら
取
出
し
た
く
な
か
っ
て
も
そ
の
曲
に
つ
い
て
完
全
な
る
演
奏
を
行
ふ
事
で
あ
る

0

曲
中
の
或
個
所
だ
け
を
特
に
〇
マ
ン
ド
リ
ン
一
＿
＿
重
霙
十
一
月
五
日
零
時
三
十
分
（
東
京
）

た
の
か
し
知
れ
す
、
又
事
宍
ラ
ミ
レ
ー
ス
は
些
か
故
障
を
生
じ
て
も
居
た
か
ら
或
は
さ
ぅ
練
習
し
た
リ
、
難
し
い
個
所
を
テ
ン
ボ
の
正
否
に
拘
ら
ず
演
奏
し
た
り
し
な
い
事
で
あ
「
秋
に
」
外
マ
ン
ド
リ
ン
吉
井
俊
ニ
マ
ン
ド
ラ
小
林
行
治
ビ
ア
ノ

}竹
村
参
郎

、

る
。
彼
は
必
ず
正
し
い
テ
ン
ポ
で
全
く
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
と
同
様
の
演
奏
を
行
ふ
。
営
然

0
塵
部
マ
ン
ド
リ
ン
秦
●
同
月
七
日
午
後
九
時

．

し
た
所
に
多
少
の
原
因
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う0

け
れ
ど
も
現
宜
に
彼
は
私
逹
が
考
へ
ろ
穏

の
事
で
あ
る
が
之
が
巾
々
宜
行
出
来
な
い
し
の
で
あ
る
。
第
二
は
テ
ク
＝
ッ

J
J
の
難
易
に
＇
「
歌
め
ぐ
り
」
指
揮
服
部
正

、

.

. 

此
二
つ
の
榮
器
間
に
差
異
が
あ
る
と
は
決
し
て
考
へ
て
居
な
い
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
る拘ら

ず
練
習
に
は
決
し
て
氣
を
抜
か
な
い
事
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
リ
バ
ー
ト
リ
ー
の
圃

0
マ
ン
ド
リ
ン
王
重
霙
同
月
十
一
日
午
後
零
時
―
―
―
十
分

・

か
0

其
答
へ
は
極
め
て
簡
箪
で
＾
ゥ
セ
ル
を
殊
の
外
愛
し
た
か
ら
で
あ
ろ
。
彼
が
「
大
し
た

は
全
部
完
全
な
る
我
が
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
目
な
つ
ぶ
つ
て
も
演
奏
し
得
る
も
の
で

、

豊
年
富
田
艶
子
外

．
’
．

­

．

差
異
は
な
い
」
と
云
っ
た
事
は
負
け
惜
し
み
で
も
な
く
又
自
己
の
製
素
を
否
曲
し
た
言
葉

あ
ら
う
が
»
彼
は
そ
の
内
の
一
番
易
し
い
も
の
で
し
決

L

て
い
A

加
減
な
練
習
は
し
な
い

．

〇
比
留
閏
き
ぬ
子
獨
賽
同
月
十
八
日
午
後
零
時
骨
分

．

3
'

で
も
な
ぐ
現
宜
に
さ
う
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

0

人
の
好
み
と
云
ふ
も
の
は
穴
際
の
優
劣

の
で
あ
る
0

第
三
は
難
易
に
拘
ら
す
す
ぺ
て
の
曲
を
の
ぺ
て
平
均
な
練
習
を
怠
ら
な
い
事
マ
ン
ド
リ
ン
獨
奏
協
奏
曲
第
一
寄
卜
長
覇
（
ム
ニ
ェ
ル
）
ビ
ア
ノ
伴
奏
田
中
発
子

で
あ
る
。
練
習
は
と
も
す
れ
ば
難
し
い
曲
に
厚
く
易
し
い
曲
に
簿
く
な
り
豚
ち
な
も
の
で

0
中
野
マ
ン
ド
リ
ン
四
重
霙
●
同
月
二
十
六
日
午
後
零
時
牛

，

ゞ

を
度
外
訊
し
た
斯
う
し
た
結
果
を
生
む
事
を
セ
ヴ
ィ
ア
の
如
き
大
奏
者
か
ら
さ
ヘ

・

見
せ
ら

g
 

あ
る
が
彼
は
決
し
て
練
習
に
甲
乙
を
つ
け
て
ゐ
な
い
。
例
へ
ば
マ
チ
ネ
ー
で
初
め
て
ル
ッ
マ
ン
ド
リ
ン
四
重
奏
曲
（
ム
ー
ー
エ
ル
）

れ
て
私
は
不
思
議
な
感
動
を
畳
え
た
。
セ
ゴ
ヴ
ィ
ア
の
手
に
し
た
＾
ゥ
ピ
ル
は
事
宜
ょ
＜

セ
ル
の
「
セ
ゴ
グ
イ
ア
」
な
出
す
時
な
ど
は
わ
ざ
わ
ざ
譜
を
借
り
た
程
で
他
の
す
で
に
曲
漬
賽

.
9
,

．

唄
ひ
よ
＜
嗚
っ
た
。
恐
ら
く
マ
チ
ネ
ー
ニ
日
が
＾
ウ
ゼ
ル
の
み
用
ゐ
ら
れ
た
と
知
っ
た
人

目
に
の
せ
た
し
の
よ
り
も
多
く
練
習
し
さ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
全
く
他
と
同
様
の
練
習

0
大
岡
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
研
究
所
十
一
月
五
日
於
東
京
澁
谷
公
令
堂

．．
．

は
少
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
0

弘
法
筆
を
選
ば
ず
と
は
正
に
此
事
で
あ
る
0

唯
そ
こ
に
一
度

，
．、

ラ
｀
｀
｀
レ
ー
ス
が
嗚
り
出
し
た
序
は
全
く
＾
ウ
セ
ル

、は
影
な
ひ
そ
め
る
。

．

を
行
ふ
。
そ
し
て
少
く
と
し
其
日
に
練
摺
を
行
ふ
必
要
の

t
い
や
う
な
一
小
品
で
も
決
し
ギ
ク
ー
閲
奏
井
口
蒋
司
＾
．
＾
ネ
ラ
（
ア
ル
パ
）
同
高
橋
潔
代
落
葉
の
精
（
武
井

1
.
'

L
．

．

マ
チ
ネ
ー
ニ
日
が
興
行
さ
れ
る
と
き
ま
つ
た
時
、
彼
は
電
話
で
「
ア
ル
ペ
ー
ル
・
ル
ッ
セ
て
練
習
を
怠
り
は
し
な
い
の
で
あ
ろ

0

彼
の
練
習
は
決
し
て
目
前
に
追
っ
た
n
ン
サ
ー
ト
守
成
）
同
野
村
美
作
グ
アl

V
ス
ア
ン
ダ
ン
テ
イ
ー
ノ
（
カ
ー
ル
）

i

ザ
ロ
ッ
プ
（
ソ

.. 

ル
の
「
セ
ゴ
ヴ
ィ
ア
」

・（
曲
名
）
を
借
し
て
下
さ
い
」
さ
云
つ
て
来
た0

き
け
ば
此
諮
を
も
へ
の
も
の
で
は
な
く
、
彼
の
リ
バ
ー
ト
リ
ー
の
全
曲
に
つ
い
て
で
あ
る
°
言
を
換
へ
て
云
ル
）
同
芝
敬
一
鐸
曲
（
武
井
守
成
）
同
瀬
戸
葱
~
鵠
詔
の
恩
出
（
宮
田
政

・

・

ラ
グ
リ
マ
（
ク
ル
レ
が
）
同
大
塚
健
蔽
水
帥
の
踊
（
フ
エ
レ
ー
ル
）
同
鈴
木

，
．
．

'

，
．

つ
て
来
な
か
つ
t
の
で
一
度
見
た
い
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
マ
チ
ネ
ー
の
二
＿
―
-
日
前
だ
ふ
な
ら
ば
彼
の
リ
バ
ー
ト
リ
ー
の
全
曲
が
曲
目
に
戟
つ
た
そ
の
コ
ン
サ
ー
ト
ヘ
の
練
習
で

．
夫
）

．

っ
た
か
と
思
ふ
が
私
は
早
速
「

-

セ
ゴ
ヴ
ィ
ア
」
を
も
つ
て
行
っ
て
や
り
、
マ
チ
ネ
ー
で
は
あ
る
ど
云
ふ
事
が
出
末

C
、
心
あ
の
彪
大
な
る
リ
バ
ー
ト
リ
ー
が
彼
に
よ
っ
て
完
全
に
保

、

久
蔽
ア
デ
リ
ク

G
＾
ル
レ
ガ
）．
r
‘ラ
パ
・
マ
（
ィ
ラ
デ
ィ
エ
ー
ル
、

・タ
ル
レ
が
編
）
同

，
み

、

7

岸
治
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レ
ユ
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グ（
ア
ル
ベ
ニ
元

・・,

セ
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況
小

，
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存

I
I

心
y

日
本
で
は
初
め
て
此
曲
が
演
奏
さ
れ
た
0

此
譜
な
私
に
返
却
す
る
時
「
失
譴
で
す
が
此
譜
た
れ
る
だ
け
で
も
宜
に
容
易
な
ら
ざ
ろ
業
で
あ
る
が
而
も
そ
の
り
．
ハ
ー
ト
リ
ー
は
a
-
H

淑
翌

·

．

に
サ
イ
ン
し
て
四
き
ま
し
た
。
セ

u
グ
イ
ア
が
「
セ
ゴ
グ
イ
ア
」
を
日
本
で
演
奏
し
た
記
披
大
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

ー

彼
の
技
能
の
優
秀
は
元
ょ
り
で
あ
ろ
が
、
一
番
感
動
さ
れ
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ア
編
＞
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岸
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岡
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一
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岡
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一
美
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ゴ
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